
  電車でGO＆かいもの たいけんかい

空港とアスレチック体験会

☆期日　　8月１日（火） 
☆対象　　1年生～3年生 
☆定員　　50名 
☆参加費　1500円（昼食500円、
交通費420円、買い物580円）

☆日程 
　  ８:00  井川さくら駅集合（8:53駅発） 
　  ９:20  秋田駅到着　こまち見送り  
 　10:30  自然科学学習館見学（アルベ） 
　 12:00  昼食（こまち公園） 
　 13:00  秋田市民市場到着　買い物 
　 14:37　秋田駅出発 
　 15:08　井川さくら駅到着　解散 

☆期日　　8月４日（金） 
☆対象　　4年生～6年生 
☆定員　　40名 
☆参加費　５00円（昼食代） 

☆交通　　町バス

☆日程 
　9:00   公民館出発 
 10:00  秋田空港到着　滑走路構内見学 
　　　　離着陸見学　空港内見学 
 12:00   昼食 
 13:00  県立中央公園フィールドアスレ 
            チック体験（小雨決行） 
 15:50  公民館着
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教育委員会だより

今年も夏休み子ども体験事業を実施します

申込書は６月下旬に学校を通して子どもに配付しています

　４年目になった今年の体験事業は、行き先を一新しました。どちらも電車や飛行機など乗り物体験を行うほか、買い物
体験やフィールドワーク体験など、普段の生活では難しいことを子どもたちに経験させることをねらいにしています。 

　リサイクル本の無料配布会のサポーターを募集したところ、７
名の方に応募していただきました。ありがとうござ
いました。 
　サポーターの方々に本を選定してもらった後、
10月以降に配布会を開催いたしますので、どうぞ
ご期待ください。

７名の方に応募して
いただきました　
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教育委員会関係7月の予定
　日  曜                         内　　　　　容

 ２日  日 中央地区吹奏楽コンクール（ミルハス）

 ７日  金 いかわ夕学の会（15:00　義務教育学校）

 ８日  土 全県総体ー剣道（９日まで）

15日  土 全県総体-男子バスケット・柔道（16日まで）

24日  月 教育委員会７月定例会

26日  水 義務教育学校夏季休業（8月21日まで）

28日  金 教育委員会学校外学習活動視察（山形県　29日まで）

29日  土 全県吹奏楽コンクール（ミルハス）

　　7月の放課後子ども教室 

　次のとおり「モルック体験」を行いま
す。ふるってご参加ください。　 
🔷 対象と実施日 
　1・２年生　　　　７月12日（水） 
　３•４•５•６年生　 ７月24日（月） 
🔷 時間 
　15:15～16:00 
🔷 場所 
　井川町スポーツ交流館　

　日時　　７月７日（金）15:00～16:00 
　場所　　井川義務教育学校多目的ルーム 
　参加者　町民の皆さん（申し込みは不要です） 
　　　　　義務教育学校７年生 

八郎湖周辺の文学遺産に触れてみませんか
　秋田県立大学副学長の高橋秀晴氏を迎えて開く、第３回いかわ夕学の会が７日に行われます。 
　今回は八郎潟に関する文学について、井川町も含めてお話しいただくことになっています。一昨年、秋田魁新報に連
載されて大変好評だった記事には、八郎潟を題材にした多くの文学者が紹介されていました。八郎潟をより身近に感
じる講座になると期待をしております。町民の皆さんのたくさんの参加をお待ちしております。

江戸時代に八郎潟をおと
づれて俳句をよんだ与謝
蕪村

菅江真澄は井川にもやっ
てきて絵と文章を残して
います

正岡子規が八郎潟を読ん
だ句は三倉鼻公園に碑と
なっています

秋田県出身の松田解子は「朝
の霧」を船越で執筆しました

同じく秋田県出身の高井有一
は大潟村を舞台にした「夜明
けの土地」を書きました

児童文学者の
斎藤隆介が書
いた「八郎」
は、八郎太郎
伝説を下敷き
にした名作で
す

高橋秀晴教授の「潟の文学散歩」は2020年
から２年に渡って秋田魁に掲載されました


